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混迷深める合流問題、11 月 14 日の本部臨時大会を予定通り開催へ

(1)立憲民主党へ合流し、新しいステージで社会民主主

義の継承・発展をめざす

① 立憲民主党へ合流して、新たな党の中で活動の条件

を確保し、私たちの闘いを持ち込みます。平和フォーラ

ムなどと進めてきた運動の継承・発展に努め、立憲民主

党全体の取り組みに高めていきます。

② 労働組合や市民運動に今以上に働きかけ、社会民主

主義の理念や政策、運動に共感する仲間を拡げていきま

す。そして候補者擁立を積極的に行い、私たちの仲間を

今以上に当選させる可能性を開きます。立憲との違いは、

社民党の強みでもあり、双方が力あわせをし、相乗効果

を上げ、社民・リベラル勢力の強大な共同戦線党の構築

をめざします。

③ 社民勢力が一定の影響力を持っていくには、社会民

主主義への確信と主体性を持って、新たな決意で粘り強

く努力していく必要があります。「社民フォーラム（仮

称）」については、立憲民主党への合流を選択した都道

府県連合、党員などが社会民主主義の理念や政策、運動

を継承し、相互交流や情報交換などを進めることを目的

に設立します。地方組織だけでなく、地域のフォーラム

の活動を全国につなげ、支え合うためにも本部組織も立

ち上げます。詳細は臨時大会後に立憲民主党への移行を

決めた都道府県連合などと協議し決定します。

(2)社民党を維持し、党の再建一再生に取り組んでいく

① 今こそ社会民主主義の出番だという情勢を積極的に

受け止め、日本から社会民主主義の理念を掲げる政党を

無くしてはならないという思いを持って、社民党を残し、

再建・再生に取り組み、発展させていきます。

② 「みどりの社民」や非正規労働者、女性、ジェンダ

ーをより重視します。「すべての 99％の大衆」のために

働くなど、市民とー緒に行動する「新しい社民党」への

イメージチェシジを図り、国民から信頼され選択される

社民党をめざします。

③ 党を取り巻く危機的状況をはね除けるには、今まで

以上の努力が求められます。党内外の様々な皆さんと一

緒に、決意を新たにして奮闘していきます。

(3)社会民主主義の継承・発展をめざし、共に頑張ろう

① 全国連合は、「立憲民主党へ合流し、新しいステー

ジで社会民主主義の継承・発展をめざす j 選択も、「社

民党を維持し、党の再建・再生に取り組んでいく」とい

う選択もいずれも保障し、円滑に進むようにします。

② 現場で担ってきた、護憲、原水禁、脱原発、非核・

平和、反戦・反基地、国民生活擁護などの運動を継承・

発展させるため、それぞれの立場でこれまで以上の努力

を行います。

③ いずれの道を進むにせよ、次期総選挙において、自

公政治に終止符を打ち、改憲を阻止し、政権交代を実現

するとともに、社民党の運動と組織を維持・継承し、憲

法と社会民主主義の理念にもとづく政治を全力でめざし

ていかなければなりません。できるだけ多くの候補者を

擁立し、志を同じくする議員を一人でも増やしていく必

要があります。

社会民主主義を次の世代に引き継ぐため、全党の皆さ

んの一層の奮起をお願いします。

新聞報道などでご承知のように、党全国連合は 22 日の常

任幹事会で、立憲民主党に合流するための離党を容認する議

案を 11 月 14 日の臨時党大会に諮ることを決めました。

合流問題にかかる本部議案「立憲民主党・枝野代表からの

『よびかけ』に対する対応（案）」では“社会民主主義の継

承・発展をめざし、ともにがんばろう”として全国連合は、

「立憲民主党へ合流し、新しいステージで社会民主主義の

継承・発展をめざす」選択も、「社民党を維持し、党の再

建・再生に取り組んでいく」という選択もいずれも保障

し、円滑に進むようにします。として残留、合流いずれの

選択も理解し合う形で提起することを決めたとしています。

具体的な対応などは現時点では不明ですが、取り急ぎご心

配いただいているみなさまに現時点での状況を報告します。

青森県連合は合流賛成の方向を確認しました

本部常任幹事会に先立ち、青森県連合が開催した

総支部代表者会議が19 日、青森市内で開催され、下

北からは目時、栗橋が参加しました。

この時点では全国連合の臨時大会議案がまとまっ

ておらず、この間の県内各総支部の合流論議の状況

報告が中心になりました。青森、八戸総支部が「全

国連合の決定に従う」としながらも明確な意思表示

はありませんでしたが他の総支部は「合流止む無

し」との方向であり、県連合としては全国大会へは

「合流賛成」の立場で臨むこととしました。（ただ

し、この時点では全国連合の明確な方向は示されて

おらず、あらためて議論の場が必要となります）

全国連合が臨時大会へ提起する合流問題議案（抜粋）

おことわり◆毎月総支部情報は月初めに発行して

いましたが、今回は「合流問題」がどうなっていくの

か見極めができずに発行をためらっていました。現時

点でも不明確な部分もありますがマスコミ報道が先行

していることもあり、本日現在の状況を報告すること

としました。



原子力規制委員会は９月２日、むつ中間貯蔵施設に審

査合格の方向を示しました。すでに今年２月中旬に実質

的な審議を終えており、こうした時期は来ると予想はで

きました。

しかし、今日までの報道などで知る限り、事業者のリ

サイクル燃料貯蔵会社は技術的なスキルの弱さなどが規

制委員会サイドからも再三、指摘されたり、規制委員会

とのやりとりなどでも稚拙さを感じています。そうした

意味でも、これから先の具体的な設計工事認可手続きや

工事状況などを考えると操業許可は相当先になると考え

られます。

また、リサイクル燃料貯蔵会社の親会社である東京電

力の社長が今年 1 月にむつ市を訪問した際には「むつ貯

蔵施設操業は再処理工場の稼働とセットで行うものと考

えている」と発言していることから、むつ中間貯蔵施設

だけが先行して操業することはないのではないかと考え

ます。すなわち、六ケ所再処理工場の稼働のスケジュー

ルを考えれば、実質的には操業はかなり先になるものと

考えられます。

こうしている間にも世論はわずかづつながら核燃サイ

クル計画はもとより原子力発電なども取り止めの方向に

動いていくことは容易に想像がつきます。こうしたこと

を考えれば時間が経てば経つほど結果として、私たちの

望む原発の無い社会に近づくと思います。

そして、何よりこの中間貯蔵施設には 50 年間、使用済

み核燃料が貯蔵された後の搬出先が全く存在しないこと、

また、今後の使用済み核燃料の貯蔵方法としてそれぞれ

の原子力発電所の施設内に当むつ市の中間貯蔵施設のよ

うな乾式貯蔵施設を作ることがメインとなってくること

が大いに想定されます。現実に九州電力や四国電力では

こうした計画の実現を目指し始めました。はるばる使用

済み核燃料を多くの手間暇、費用をかけながら遠隔地へ

の運搬することのリスク考えれば、むつ施設への運搬の

必然性がなくなるのとも考えられます。現にリサイクル

燃料貯蔵会社自身もむつ市への核燃料税を巡るやり取り

の中で、自らの事業の将来性を見越せないとしています。

新聞報道も「むつ施設搬入」の存在意義や前提が崩れていることを指摘しています

《むつ使用済み核燃料中間貯蔵施設》原子力規制員会の審査通過
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                    その一方で規制委員長も 50 年保管後の搬出先に懸念を示す！

更田委員長、懸念を述べる

原子力規制委員会の更田委員長は審

査書“合格”との記者会見をしたその

後に、右の記事のように『一旦、貯蔵

したら 50年後搬出先がないことを懸念

としている』と述べています。今日ま

で委員会は将来のことまで言及するこ

とはありませんでしたが、今回はまさ

に私たちと同じ目線でその懸念表明し

たと言えます。こうした発言を市当局

はどう受け止めるのでしょうか。政府

の専門家が行く先の無いことを明確に

したのは初めてです。
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「核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会」がむつ市へ申し入れ ９月９日

《申し入れ内容・抜粋》

(1) 今回の審査書案に対する原子力規制委員会の対応についての貴職の見解

① 津波対策では当初は防潮堤による浸水防止対応、この計画が難しいと判断するや、次は浸水に遭遇しても破損

しない堅牢な建屋構想、そしてこの建屋についても堅牢性の確証が困難だとして最終的にはキャスク本体の堅牢

性だけで凌ごうとする一貫性の見られない対応を認めるのか。

② 火山対策でも恐山について過去わかっているだけでも３回、現地付近まで火砕流が届いている。事業者は噴火

の兆候はないとしているが専門家は噴火の予測は困難だとしている。また、燧岳などの火山も存在する。こうし

たことも含めて果たして正しく分析されていると認識しているのか。

③ 災害時のオフサイトセンターについても便宜的に東通原発オフサイトセンターと共用すると聞いているが、実

際、大災害が発生すれば両施設の同時損壊も充分想定されまる。こうした便宜的な方法で十分な機能を発揮でき

るのか。単独のしっかりしたオフサイトセンターの存在が防災上も必須と考えるが貴職の認識はどうか。

(2) 原子力規制委員会の更田委員長が示した今回の会見で表明した懸念に対する貴職の見解

① 貯蔵後 50 年先の搬出先が見越せないこと、また貯蔵期間中に保安検査違反などが発生した場合でも貯蔵を止

めさせる方策がないことについて言及していることへの貴職の認識はどうか。

② キャスクが耐用年数に近づいてきた場合の対応が不明瞭であり、耐用年数を超える格納がどういうことになる

のか不明瞭であるとしていることなどへの貴職の認識はどうか。

(3) RFS 社操業開始に関わる貴職の見解

  ① 市長は 2018 年 11 月の朝日新聞の取材に際して『市と県が東電、原電側と立地を了承する協定を結んだのは

13 年前。時間が経っていること、この間に東日本大震災が発生し、国民の原子力に対する考え方が変わってお

り、地域の人の考え方も相当変わっていることから、使用済み核燃料の持ち込みが始まる前に、この事業に関し

て国や事業者、県、市も地域の方々に理路整然とした説明をしながら、もう一度議論する必要がある』と述べて

いるが、今もその考えに変わりはないと判断してよいのか。

  ② 東電社長が本年 1月に来市した際に『中間貯蔵施設の運用については再処理事業とセットで考えるべき』と発

言し、それぞれがバラバラに運用されることはないと考えるが、その方向で間違いないと判断されているか。

  ③ 今後、使用済み核燃料が飛躍的に増大しないという前提で、その集積方法として原発敷地内に乾式貯蔵施設を

設けることが各原発でも有力視されている。また東京電力および日本原電では保管先が逼迫している状況ではな

いと判断できる。こうしたことを踏まえた上でのことと考えるが、RFS 社自身が貴職との税協議の中で『事業の

将来性を見越すことはできない』と述べているのではないか。こうした点へ貴職の認識はどうか。



大間原発建設地付近に共有地を持つ、「大間原発に反対

する地主の会（今村修会長）」は毎年、この時期に大間現

地でチラシ撒き行動や交流会を開催してきました。今年

は 10 月 17日、県内各地から 22 名、函館市で反原発活動

を展開する市民グループ５名の計 27 名で開催しました。

２人一組で町内全域にチラシ配布を行った後、海峡保養

センターに移動し、交流会を行いました。

交流会では佐藤亮一さんから現地報告、栗橋からはむ

つ中間貯蔵施設反対の取り組みなどを報告しました。交

流会終了後は先月６日に急逝された奥本地主の会事務局

長（総支部副代表）の墓参をし、その後、共有地にある

栗公園で童心に帰り栗拾い交流を実施しながら、大間原

発建設阻止を誓い合いました。下北からは、佐藤、日土、

栗橋の３名が参加しました。

《大間原発に反対する地主の会》

  現地でチラシ撒き行動と交流会を実施！    10 月 17 日

升田世喜男むつ地区対話集会が開催されました ９月 30 日
次期衆院選で青森１区から立候補を予定している升田世喜男下北後援

会（準備会）は９月 30 日、まさかりプラザで対話集会を実施しました。

立憲民主党公認決定以来はじめてのむつ集会でしたがコロナ禍という

状況下であり、少人数の 20 程度で開催しました。

対話の中では折からの立憲民主党、国民民主党の合流における県内の

状況や、自民党内閣打倒へ向けた野党の統一歩調へ向けて活発な意見交

換が行われました。現段階では自民、共産を含め３人が立候補を表明し

ており、厳しい状況ですが野党一本化へ向けた努力が求められます。


